
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

29,529 15,431 15,431

４３－０１５４森本　　勝美 連絡先

300 300

14000

H18（目標）

目標

H19（目標）

名            称コードコード 名               称
一般会計
教育費
社会教育費
公民館費

だれもが生きがいを持てる機会をつくる

０１
１０
０５
０５

会計
款
項
目

Ａ

総合評価
3
3
3

有効性
達成度

13880
13900

図書室蔵書（ＡＶ含む）冊数

延べ利用人数　(図書室を除く） 人 13,880

延べ利用回数　(図書室を除く部屋） 回 769 780

17,100

14000

800
14,715

目標値

個

H17 H18 H19
実績値

13900

15,042 16,100

15,731 15,731

1,159

2,888 2,888
29,529
1,026

6,962 6,962

公民館延べ利用人数

3,001 3,001

6,869

5,760 2,880 2,880

評
価

単位 H17

待ち望まれていたあやま文化センターが１７年３月にオープンし、阿山地域の教育・文化センターとして各種サークルをはじめ多くの方に利用してい
ただいています。図書室は図書管理システムの電算入力作業の関係で貸出業務が１１月になり、利用者の方に不便をおかけしましたが、図書管理
システム導入後は上野図書館、大山田図書室とも繋がりスムーズに作業ができるようになりました。今後ＡＶ資料、図書の充実と市民への周知が必
要です。

指標設定の考え方

利用満足度などを指標とすべきであるが把握が困難なため本指標
を採用しました

人

目標

事業の目的の成果を測る指標

効率性

本
年
度
事
業
内
容

あやま文化センターの管理(光熱水費のみ）。阿山公民館（図書室含む）の管理・運営。
公民館の貸館事業、貸館に係る施設利用料の徴収事務を行う。
図書室の図書・ＡＶ資料の購入。

0.8

4必要性 あやま文化センターが完成するまで仮設で海洋センターの２階、阿山支所の多目的集会所で公民館機能を
果たしてきましたが、本施設が完成し各サークル活動室、パソコン室、和室等を利用したサークル活動がよ
り活発に行われ、また、図書室の貸出カードの登録者も増えており、地域の教育・文化の拠点として必要な
施設となっています

23,769

需用費

備品購入費

あやま文化センター全体の光熱水費は、ホールを指定管理者が管理
していますが、阿山公民館管理経費から支出しています。（Ｈ１８年度
から）

12,851 12,851

H17 H18（予算）

0.4

H19（予算）

成果（どうなるのか）

０１
公民館管理経費
公民館管理経費

教育委員会阿山分室担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

各地区公民館

細目
細々目

１０１

図書室における図書・ＡＶ資料などの教育・情報の提供を行うことにより、
誰でも必要な時に必要な情報を容易に取り入れることができる。
また、教育・文化活動を行うための場や機会を提供することにより、地域で
の生涯学習参加人数が増え、活動が盛んになる。

活動指標 単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

正規職員     （人）

根拠法令・要綱等

0.4

施設の管理・運営

阿山公民館図書室利用者、公民館の各種教室受講生やサークル活
動者

事業名

基本施策

1085

伊賀市　事務事業評価シート

公民館管理経費

33


